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行政改革を進めています
-平成I8年度の主な取り組み淋況-

お聞合せばい

総務課行政管理係
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多
様
化
す
る
住
民
二
-
ズ
や
社

会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
弾
力

的
に
対
応
し
得
る
よ
う
､
町
で
は

行
政
運
営
全
般
に
わ
た
る
改
革
を

行
う
た
め
､
平
成
同
年
‖
月
に

『
行
政
改
革
大
綱
　
(
第
2
次
)
』
　
を

策
定
し
､
平
成
_
 
7
年
度
か
ら
5
年

間
を
そ
の
推
進
期
間
と
し
て
行
政

改
革
を
進
め
て
い
ま
す
｡

行
政
改
革
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
､
そ
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
る

た
め
基
本
方
針
の
も
と
に
定
め
ら

れ
た
8
つ
の
推
進
方
策
に
そ
っ
て
､

常
に
そ
の
進
行
管
理
を
は
か
り
､

積
極
的
な
行
政
改
革
の
推
進
に
努

め
て
い
ま
す
｡

平
成
_
 
8
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
の
推

進
方
策
に
お
け
る
主
な
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

｢
　
住
民
の
立
場
に
立
っ
た

行
政
運
営
の
確
立

◆
窓
口
等
に
お
け
る
行
政
サ
-
ビ

ス
の
向
上

･
課
内
職
員
に
お
け
る
課
内
業
務

全
般
の
知
識
の
習
得

･
週
-
回
の
課
内
で
の
事
務
打
合

の
実
施

◆
事
務
手
続
き
等
の
合
理
化
に
よ

る
町
民
負
担
の
軽
減

･
法
人
､
償
却
､
滞
納
シ
ス
テ
ム

導
入

･
各
種
申
請
様
式
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
-
ド
対
応

◆
情
報
公
開
の
推
進
と
広
聴
制
度

の
充
実

･
ホ
-
ム
ぺ
-
ジ
に
よ
る
情
報
公

開
･
職
員
に
よ
る
ホ
-
ム
ぺ
-
ジ
更

新
操
作
研
修
会
の
開
催

◆
住
民
票
等
の
休
日
交
付
制
度
の

周
知
徹
底

･
電
話
予
約
に
よ
る
住
民
票
､
印

鑑
証
明
の
休
日
交
付
に
つ
い
て
､

平
成
1
 
8
年
3
月
の
　
｢
か
わ
ち
広

報
｣
　
で
周
知
､
4
月
か
ら
実
施

(
H
_
 
8
･
4
)

※
交
付
状
況
　
自
民
票
7
作
　
(
7

通
)
､
印
鑑
証
明
2
件
　
(
5
通
)

2
事
務
･
事
業
の
見
直
し

◆
事
務
事
業
の
広
域
的
連
携
と
調

整
の
強
化

･
龍
ヶ
崎
市
外
2
町
介
護
認
定
審

査
会
　
(
継
続
)

･
塵
芥
処
理
組
合
と
連
携
　
｢
ご
み

の
減
量
化
･
資
源
化
｣
　
の
推
進

(
継
続
)

◆
民
間
委
託
等
の
推
進

･
学
校
給
食
業
務
の
全
面
委
託
開

始
　
(
H
_
 
9
･
-
月
)

※
給
食
セ
ン
タ
-
の
鷹
山

◆
公
営
企
業
及
び
特
別
会
計
事
業

の
運
営
効
率
化

･
保
険
料
の
収
納
率
同
上

･
国
民
健
康
保
険
､
介
護
保
険
の

単
票
に
よ
る
納
入
通
知
書
を
連

記
式
の
通
知
書
式
に
変
更

(
H
_
8
･
4
)

※
郵
送
班
の
大
幅
な
削
減

･
介
護
予
防
事
業
の
推
進
　
(
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
)

･
居
宅
老
人
デ
ィ
サ
-
ビ
ス
セ
ン

タ
-
の
廃
止

◆
業
務
委
託
の
見
直
し

･
夜
間
警
備
委
託
料
　
▲
_
 
5
%

･
業
者
へ
の
削
減
要
請
　
▲
5
%

･
見
積
書
の
比
較
検
討
に
よ
る
経

費
削
減
の
徹
底

3
時
代
に
即
応
し
た
組
織
･

機
構
の
見
直
し

◆
行
政
機
種
の
再
編
成

･
役
場
の
機
構
改
革

_
 
3
課
､
2
局
､
1
室

I

5
課
､
2
局
､
工
室
に
再
編

(
H
1
 
8
･
4
)

･
行
政
組
織
の
見
直

◆
付
属
機
関
等
の
整
理
合
理
化

･
公
民
館
分
館
の
再
編
に
か
か
る

検
討
会
議
の
開
催

◆
女
性
委
員
の
積
極
的
登
用

･
女
性
委
員
登
用
割
合
3
0
%
を
目

標
に
積
極
的
登
用
を
推
進
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4
　
定
員
管
理
及
び
給
与
の

適
正
化
の
推
進

◆
定
員
の
適
正
化

･
平
成
1
 
8
年
度
-
平
成
2
2
年
度
ま

で
に
-
 
5
人
の
削
減
予
定
(
▲
9
･

6
%
)

※
当
成
_
 
8
生
皮
末
定
員
状
況

(
減
員
了
人
､
増
員
o
人
､
差
引

▲
7
人
､
職
員
総
数
1
5
0
人
)

◆
給
与
､
手
当
の
適
正
化

･
非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
の
見
直

※
日
額
減
刑
▲
川
o
当

※
月
額
撮
酬
▲
却
c
¥
c

※

笹

川

有

償

-

律

-

　

o

o

o

用

･
特
殊
勤
務
手
当
　
(
行
旅
死
亡
人

等
の
死
体
処
理
作
業
以
外
)
､

旅
費
に
つ
い
て
当
分
の
間
支
給

し
な
い
特
例
条
例
の
制
定
　
(
H

1
 
8
･
-
-
継
続
)

･
議
員
の
費
用
弁
償
､
旅
費
に
つ

い
て
当
分
の
間
支
給
し
な
い
特

例
条
例
の
制
定
　
(
H
-
8
･
-
-

継
続
)

5
　
効
率
的
な
行
政
運
営
と

職
員
の
能
力
開
発
の
推
進

◆
情
報
公
開
条
例
及
び
個
人
情
報

保
護
条
例
の
適
正
な
運
用

･
情
報
公
開
条
例
に
基
づ
い
た
行

政
情
報
の
公
開
と
､
個
人
情
報

保
護
条
例
に
基
づ
い
た
個
人
情

報
の
管
理
　
(
継
続
)

◆
行
政
情
報
提
供
の
積
極
的
推
進

･
ホ
-
ム
ペ
-
ジ
ヘ
議
会
情
報
掲

載
開
始
　
(
H
_
 
7
･
6
-
)

･
議
場
中
継
モ
ニ
タ
-
設
置
　
(
H

_
7
･
_
2
-
)

･
議
会
だ
よ
り
の
発
行
開
始
　
(
H

1
 
8
･
2
-
)

･
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
積

極
的
な
情
報
提
供

◆
職
員
の
能
力
開
発
の
推
進

･
職
員
研
修
の
積
極
的
参
加
､
人

事
交
流
の
推
進
　
(
継
続
)

･
実
績
評
価
制
度
､
勤
務
評
価
制

度
導
入
の
検
討

※
全
職
員
を
対
象
に
研
修
会
及
び

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

6
電
子
自
治
体
の
実
現

◆
官
民
接
点
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

･
行
政
手
続
等
‖
項
目
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
化

◆
行
政
情
報
の
イ
ン
タ
-
ネ
ッ
ト

公
開
及
び
利
用
促
進

･
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ユ
-
ア

ル
　
(
H
1
 
8
･
4
)

h
=
p
:
/
/
w
w
w
二
o
w
n
.
i
b
a
r
a
k
i
-

k
a
w
a
c
h
i
.
-
g
∴
p
¥

･
教
育
委
員
会
ホ
-
ム
ペ
-
ジ
開

設
　
(
H
1
 
8
･
9
)

h
こ
な
‥
¥
¥
重
要
e
d
〒
k
a
w
a
c
h
i
∴
p
¥

7
　
学
校
､
保
育
所
､
幼
稚

園
の
統
廃
合

◆
小
学
校
､
中
学
校
の
統
合

･
検
討
委
員
会
の
開
催

･
住
民
説
明
会
の
開
催

◆
保
育
所
､
幼
稚
園
の
統
廃
合

･
保
育
所
､
幼
稚
園
の
統
廃
合
に

係
る
関
係
課
調
整
会
議

※
瀬
高
旧
保
育
所
､
長
竿
保
育
所
､

第
-
幼
稚
園
を
統
合
し
一
課
定
こ

と
も
圃
｣
　
の
設
立
　
(
当
成
劉
生
開

聞
)
　
に
向
け
検
討

8
財
政
運
営
の
健
全
化

◆
財
政
状
況
の
公
表

･
ホ
-
ム
ペ
ー
ジ
等
の
有
効
活
用

に
よ
る
財
政
状
況
の
公
表

◆
財
政
健
全
化
計
画
の
推
進

･
長
期
財
政
計
画
の
策
定
　
(
計
画

期
間
　
H
1
 
9
-
H
2
8
年
度
)

◆
補
助
金
の
整
理
合
理
化

･
補
助
金
審
査
チ
ェ
ッ
ク
表
に
基

づ
き
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
　
(
補

助
金
検
討
委
員
会
)

※
頗
則
前
年
慢
　
▲
川
%
　
(
削
減

が
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
前
年

同
額
)

◆
職
員
の
意
識
改
革

･
職
員
研
修
会
の
開
催

･
職
員
に
よ
る
町
有
地
の
除
草
作

業
の
実
施

◆
使
用
料
､
手
数
料
の
適
正
化

･
平
成
2
 
-
年
の
保
育
所
､
幼
稚
園

の
統
合
　
(
｢
認
定
こ
ど
も
園
｣

設
立
)
　
に
む
け
検
討

◆
課
税
客
体
の
適
正
な
把
握
と
徴

収
率
の
向
上

･
税
務
担
当
職
員
全
員
が
徴
収
実

務
講
習
会
を
受
講

･
課
長
補
佐
職
以
上
に
よ
る
特
別

徴
収
の
実
施

･
収
納
率
的
%
を
目
標

※
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
※

行
政
改
革
を
推
進
し
新
た
な
体

制
づ
く
り
を
目
指
す
過
程
で
は
､

職
員
は
も
と
よ
り
町
民
の
皆
様
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
｡

行
政
改
革
の
実
現
に
は
､
職
員

の
意
識
改
革
を
徹
底
す
る
こ
と
と
､

町
議
会
を
は
じ
め
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
得
て
い
く
こ
と
が
何

よ
り
も
重
要
で
す
｡

町
民
の
皆
様
に
は
､
今
後
の
行

政
改
革
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
､

積
極
的
な
公
表
･
広
報
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
｡



年金制度改正のお知らせ
厚生年金保険などの年金制度の改正が順次実施されております｡

平成19年4月からの主な変更点は､次のとおりです｡

1. 70歳以上の万も,会社にお勤めの場合には,老齢厚生年金の全額または｣部の額が

支給停止となる場合があります｡
70歳以上の方も,厚生年金の適用事業所にお勤めの場合,老齢厚生年金と賃金の合計額が48万円を上回ると

きは､老齢厚生年金の全額または｣部の額が支給停止となります｡

ただし､昭和12年4月1日以前生まれの方は.対象となりません｡

I　老爺厚生年金の基本月額(※1)十賃金(総報酬月額相当額(※2)の合計額が48方円を超えていますか｡ i
音は　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丘iしヽ麦　_

l　　老爺厚生年金の全部または-部が支給停止　　　　　　老爺厚生年金は全額支給

支給停止後の年金支給月額二塁本月額- (基本月額+総報酬月額相当額-48方円) ÷ 2

※ 1基本月額:加給年金額を除いた老齢厚生年金(報酬比例部分の)月額

※ 2　総報酬月額相当額･ (その月の標準報酬月額相当額)+(その月以前1年間の標準賞与額相当額(その月以前l年間のボ-ナス)÷12

〈例》基本月額が8万円へ　総報酬月額相当額が42万円のときは､ 1万円の老齢厚生年金が支給停止となり､年
金支給月額は7万円となります｡

8万円-(8万円十42万円-48万円)÷2-7万円

2.今すぐ年金を受ける必要のない方は,老齢厚生年金を66歳以降に増額して受けられ

るようになります｡

65歳から老齢厚生年金を受けることができる方が､ 65歳からは受けとらずに､ 66歳以降に支給の繰下げの申

出をした場合は､そのときから増額された老齢厚生年金を受けることができます｡

なお､老齢基礎年金については､従来から繰下げ支給の制度があります｡

3.遺族厚生年金制度が見直されます｡

( 1 ) 65歳以上の方の遺族厚生年金の支給方法の見直し

遺族厚生年金と老齢厚生年金等の受給権がある65歳以上の方は,

①御自身の老齢厚生年金等は全額支給

②遺族厚生年金は.御自身の老齢厚生年金等に相当する額が支給停止されへ　その差額のみ支給

※平成19年4月1目前に遺族厚生年金を受ける権利を有し､かつ,すでに65歳以上の方(昭和17年4月1日

以前生まれの方)は､この新しい仕組みの対象となりません｡

(例)　　　65歳到達前 65歳到達後の支給額

国 軍///) ���)��ﾏｩ�iD霎��

(3万円) 

支給停止額(7万円) 

(D老齢厚生年金 

/ / / / 茶yiﾈ冷��

老齢碁磋年金 

(全額支給) 

職研鰐縮ま, I



(2)若齢期の妻の遺族厚生年金制度の見直し

①夫の死亡時に30歳未満で子を養育しない委等に対する遺族厚生年金は, 5年間の有給給付となり=す(子

を養育しなくなったときに委30歳未満の場合には,その時点から5年間)

②また､妻に対する遺族厚生年金に加算される中高齢寡婦加算(年間594, 200円)は,夫死亡時に40歳以上で

ある妻に, 65歳に到達するまでの間､支給されることとなります(従来は夫死亡時35歳以上である妻に対して

40歳から支給)｡

① 劍t�Wh��e8鳧ﾜイ�ﾜ闌��8,X��螯��

｢掴書中 剪�

i中高鈴寡婦加算 劍V齢基礎年金 ��

濃度犀生年金 �� 僞ｩ7委ｩ�iD霎�ｹﾒ�連語湛生年金 

(夫の老齢唇生年金の3/4)ま �-ﾈ+ﾘ,ﾙ�~騷I�iD霎��

曲 劍�2�3�ﾜ紊�ﾜ緜Xﾜ韋�e2�

※平成19年4月1目前にすで

に受給権が発生した遺族厚生

年金は,この新しい仕組みの

対象となりません｡

4.離婚時の厚生年金の分割制度が導入されます｡

平成19年4月1日以後に離婚された場合に､その婚姻期間中の厚生年金の保険料納付記録を,当事者間で合

意した割合に基づき分割することができる制度です｡

分割を受けた方は.御自身の支給開始年齢から,分割後の厚生年金の保険料納付記録に基づく老齢厚生年金

を受給することになります｡

ただし,老齢厚生年金を受給するために,御自身の年金加入期間(分割を受けた期間を除く｡)が.原則25

年以上必要です｡

◎年金分割の請求書に戸籍謄本や分割割合を定めた必要書類を添付して社会保険事務所へご提出ください｡

※当事者の合意または裁判手続により分割割合(50%上限)を定める必要があります｡

※社会保険事務所において､年金分割のために必要な割合等に関する情報提供を行っています｡

※年金分割は,原則として､離婚をした日の翌日から2年以内に請求する必要があります｡

一一音､臆･ �JG賈]ｸﾊ��ｹWI�(ﾘﾅ�ﾙYJ2��� 刔i~靠ｩ�iD霎��

厚生年金の保険料納付記録 
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就職　　　　婚姻

｢1          ′1     ｢1

磁婚　　　退職　分離を受ける方ご自身
の支給開始年齢

◆お問合せ･こ照会は.

ねんきんダイヤル(年金被保険者)　　　　　皿0570-05-1 165

ねんきんダイヤル(年金を受けている方)　T礼0570-07-1 165　にお電話ください｡

または,�ｽ�*ﾘ,ﾈ��檠]ｸﾊ�ik��颯霎��ｩ&ｸ5ｨ985籀-ﾈ,X*旭�*(+X-ﾈ+z�

社会保険庁HP http://叩.sia.go.jp/
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塵彊嚢馨の室蘭 
H19.∨Oi.10 

◆問合せ先◆

河内町長芋3689-1

河内町教育委員会事務局生涯学習G

曾0297-84-2843 (中央公民館内)

自己の充実･啓発や生活の向上のために,自発的に自分にあった方法で生涯を
通じて行う学習･ ･ ･それが『生涯学習』です｡
『生涯楽習のとびら』では,定期的に生涯学習に関する情報(案内や結果など)

を提供､お知らせしていきます｡

生涯学習講座(前期)参加者募集のお知らせ

講　　師　　　北尾君光先生　　　会　場　　　中央公民館

①はがき絵教室

(10回シリ-ス)

(先着20名)

②絵画教室

(15回シリ-ズ)

(先着20名)

開催日時
6/26(火)から毎月第4火曜日(予定)

午後1時30分から4時30分

費　　用　　　　　　材料費等は自己負担(用具は自分で用意)

講　　師　　　村上高明先生　　　会　場　　　中央公民館

開催日時
6/16(土)から毎月1 ･ 3土曜日(予定)

午後1時30分から4時30分

費　　用　　　　　　材料費等は自己負担(用具は自分で用意)

◎これから絵を始めてみたいと思っている人へ　絵を見るのは好きだけど基本的なことを学びたい人､趣味

で多少の経験はあるがいまひとつ納得できない人など　どなたでも気軽に楽しめる教室です｡

◎思いがいっぱいつまった絵手紙を誰かに送ってみませんか｡

◎仲間と｣緒に自由にのびのびと楽しく絵を描いてみませんか｡

実　施　日　　　時　　　　　　間　　　講習内容　　　場　所

③レディ-スゴルフ教室

講師:ニッソ-CC

支配人　高橋博史先生他

6 /13(水)　　　午前10時から正午

6 /20(水)　　午前10時から正午　　スイングレッスン

6 /27(水)　　　午前10時から正午

センチュi)-ゴルフ

練習場

7/ll(水)　　午前10時から正午　　7ブローチ･I汐一　ニッソーCC

7/18(水)　　午前9時から正午　　ラウンドレッスン　ミニコ-ス

◎初心者から上級者までレベルに合わせた楽しいレッスンです｡

◎楽しいスポ-ツ活動による仲間づくりと健康増進の場になることを目的としています｡

◎空の下,緑の芝生を踏みしめ,ふるさとの四季と爽やかな風を惑じながら仲間同士のふれあいの輪を広

げてみませんか｡

【受講資格】　町内在住者又は在勤者

【申込書】　申込みチラシを各戸配布します｡中央公民館にも置いてあります｡

【申込期間】　5月19日(土)へ6月3日(日)月曜日休館

【申込場所】　教育委員会事務局生涯学習グル-プ(中央公民館)窓口へ直接かFAX (84-2043)まで

<-,,�ﾂﾈ�i7yMX�4P



ふるさとかわち親善大使募集のお知らせ
本町では､今までの｢ミスかわち｣ Iこ代えへ　私たちの｢ふ

るさと｣河内町を愛し､産業や文化などを町内外Iこ幅広くPR

して頂く｢ふるさとかわち親善大便｣を募集いたします｡

参加者の応募を心よりお待ち申し上げます｡

"蓮瞥

【応募資格】 ･町内在住･在勤,又は本町出身者で18歳以上の女性(ただし､高校生は除く｡)
･町で行う行事や活動に積極的に協力できる健康で明るい方

【任　　期】 ･2年間

【応募方法】 ･本人または家族､職場へ　友人等の方からの推薦により公共施設等に設置､または各

戸配布した応募用紙に記入の上,提出してください｡ (FAX可)

【締め切り】 ･平成19年6月24日(日)午後5時

【申込　先】 ･教育委員会事務局生涯学習ゲル-プ(中央公民館)

【審査1｢】 ･平成19年7月1日(日)午前10時→

河内町農村環境改善センタ- (多目的ホ-ル)　河内町長竿36 8 9-1

【　賞　】 ･ ｢ふるさとかわち親善大使｣ 5名桜に各8万円相当の商品券
･参加者全員に2万円相当の商品券

第12回町民ゴルフ大会
【期　　日】　6月6日(水)

【会　　場】　ニッソ-カントリ-クラブ

【主　　催】　体育協会ゴルフ部

【参加資格】　町内に居住する方(学生は除く)

または､町内に勤務する方

【参加費】　3, 000円

【プレ-費】　9, 650円(キャディ-付き､食事･売店別)

【続投方法】　ペリア方式(18ホ-ルストロ-クプレ-)

チャリティ-ホ-ル　アウト4番

【申込先】　教育委員会事務局生涯学習ゲル-プ(中央公民飽) 昨年の大会の様子

河内第〇幼経国園児禰充募薫のお知らせ
河内第一幻碓園では､平成i9年度の園児数iこ余裕があるため､園児の廷釦募焦します｡

●募繁幼児●

3　年　保　育
平成15年4月2日から平成16年4月1日までiこ生まれた幼児
※ 3歳児について､入国した年度は4歳児と同じクラスになります｡

2　年　債　害　　　　　　平成14年4月2日から平成15年4月1日までに生まれた幼児

1年　債　旨　　　　　　平成13年4月2日から平成14年4月1日までiこ生まれた幼児

◆募集人員◆　定員まで(80人まで) ※現在の園児数は31名です(平成19年4月10日現在)

◆募集期限◆　平成19年5月31日(木)まで

◆申込方法◆　第-幼稚園に備えてある申込書に記入のうえ､直接､第｣幼稚園までお申込みください｡

※申込書は, W内第｣幼稚園HP (ll=p://ww. edu-ka朋ch白p/k上dailchl/)からダウンロードできます｡

◆お問合せ免◆　河内第-幼稚園　T巳し84-3589
ノ

広●殺かわぢ
I/乞成I9争5ノブ(他｣弱)



O税源移譲以外の主な変更点

平成1 1年度から､景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた定率減税が,最近の経済状況を

踏まえて廃止されます｡ (所得税は平成19年1月分へ住民税は平成19年6月分から)

回国
所得税:平成18年1月分から

税額の1 0%相当額を減額(1 2,5万円を限度)

住民税:平成18年6月分から

税額の7.5%相当額を減額(2万円を限度)

鵜ト

漢捌紺

所得税:平成1 9年1月分から廃止

住民税:平成19年6月分から廃止

平成17年1月1日現在､65歳以上の方(昭和15年1月2日以前に生まれた方)で,前年の合計所得全額が125万円以下

の方は,平成1 7年度まで住民税が非課税でしたがへ年齢に関わらず公平に負担を分かち合うという観点から､この措置が

平成18年度から廃止され､現役世代と同様の制度が適用されています｡ただしへ急激な税負担を緩和するため経過措置

がとられています｡

間鼎案　　　　　　　　　　　駒渡圏臨轍宴

合計所得金額　　　　　　　　　　経過措置として

｢25万円以下の方,+　課税認…諜響謹
非課税　　　　　　　※この馳組は脚15年｢月2｡以前に生まれた方が対的,ます｡

※各モデルケ-スの住民税(年額)は所得甜こ係るもので､このほか均等割が課税されます｡

7,,離島㌢鷲蒜E



平成19年から

あなたの所得税･住民税が変わります

同が,変わるの2J
｢地方のことは地方で｣という方針のもとへ地方分権を積極的に進めていく｢三位一体改革｣が実現します｡その柱といえ

るのが､今回の｢税源移頼(ぜいけんいじょう) ｣ ｡税源移譲では､所得税(国税)と住民税(地方税)の税率を変えることで､

国の税収が減り､地方の税収か増えることになります｡およそ3兆円の税源が､国から地方へ移譲されます｡

[どう変わるの?I

税源移韻によって､地方は,必要な財源を直接確保できるようになります｡ =れにより､住民はより身近で.よりよい行政サ-ヒス

を受けられるようになります｡

喜ト4段階の税率を,6段階に細分化
(所得税と住民税を合わせた税負嬰が蛮わらないよう制度駁計)

I: 3段階の税率から,漢律1 0%に
(都道府県民税4%･市区町村民税6%)

ほとんどの方は､ ｢月分から所得税が減りへそのぶん6月分から住民税が増えることになり

ます｡しかし､税源の移し替えなので､ ｢所得税十住民税｣の負担は基本的には変わりません｡

ヂ(モデルケ-ス　税源移譲による負担変動(年額)

○○

独身者の場合

※夫婦+子供2人の地合､子供のうち1人が指定扶要親族に骸当するものとしています｡

※,.一定の社会保険料か控除されるものとして!t=しています｡

★このほか実際の負担増減領には､平成19年から定率減税が廃止される等の影響があることにご留意ください｡ (詳しくは右のぺ-シをご覧ください)

国絡窯,7 (､｡l′,(.,,



町民の快適な健康づくりの推進を目指して

睡蓮薩琶浅一置現況
暖かくなってきました｡体を動かすと気持ちがいいですよ-

暖冬だった､とは言うものの冬はやはり寒かっだですよね｡寒い季節は､どうしても体が縮こまり

がちになるものです｡体が縮こまると､筋肉が硬くなり､体の血管の血液のめぐりが悪くなります｡

そうなると,肩こりや頭痛などの不快な症状が出やすくなります｡春の空の下で､深呼吸するだけで

も気持ちがいいものです｡何かを始めよう!と､構えずに､お天気のいい目iこお散歩をするだけでい

いと思います｡ 20分一40分くらい太陽の日差しを浴びながらお散歩にでてみませんか?この程度の運

動でも､血圧を下げるのに効果かあるそうです｡からだの血液の循環がよくなりほんのり疲れて､夜

もくっすり眠れると思いますよ｡

保燵センタ-でも､毎月2回､ ｢美と健康の教室｣と｢メンタルボ

ディケア｣という心と体を元気iこする教室を実施しています｡今年

度も大人気で､毎回楽しく行っています｡こちらの教室にもあ気軽

にご参加ください｡実施日iこ直接保健センタ-iこお越しいただけば､

いつからでも参加できます｡皆様の参加をお待ちしております｡

詳しい日程は健康カレンダ-をこらんください｡

☆-はしかの予防接種はあ済みですか?? -☆

近隣で､はしかが発生しました｡

現在予防接種は､はしかと風しんの二程混合(同R)として､ 1歳から2歳になる間に1回【1期】 ､

年長のときに1回【2期】の2回撞踵になっています｡対象の年苗引こなったら､出来るだけ早く接種

をすることをお勧めします｡この時期に受Iナていない方は,任意接種になりますが､接種してくださ

るようお知らせいたします｡予防接種は､自分自身はもちろんのことへ　地域の子供たちを伝染病から

守るという意味もあります｡そのためi三､ 〇定の接撞率を確保することが重要なのです｡皆様のご理

解とご協力をお願いします｡

ちなみiこ､ 18年度の河内町のMR l期の接種率は､ 89.2%､ 2期の接踵率は､ 82.4%でした｡

ご確認ください! !三種混合の予防接種が変わりました

法律の解釈が変わり､三種混合の予防接種の接種間隔が､ 1期は3-8週間隔で3回､ 2期は1期

3回目終了後から1年へ1年6カ月の間に1回と決まりました｡ (3カ月から7歳6カ月まで接種を終

わらせることは従来どおり)

河内町では､問があきすぎてしまった方の措置期間として､ 4月一7月は集団接踵を行っています｡

母子健康手帳で確認し､受けていない場合はこの機会に接踵してください｡接踵は予約制ですので､

事前に保健センタ-に電話で予約してください｡ 8月以降は間隔があきすぎている場合は､すべて自

費になります｡

減,.,,為留.'｡7,右京, b



)　音音音　　L　-音　　　　平成19年度

河　内　町　消　防　団

4月22日､新入団員任命書交付式が中央公民館

で行われました｡今年は, 20名が新たに河内町消

防団に加わり､緊張のなか平川団長より任命書の

交付を受けました｡また､新入団員を代表し片岡

仁｣さん(第5分団)が新入団員宣誓を行いました｡

平成19年度河内町消防団の本部役員(写真左)

と各分団長を紹介します｡

天皇皇后両陛下お手播きの蹄を記念植樹
平成17年6月5日に潮来市の県水郷県民の森で開催された｢第56回全国植樹祭｣において天皇皇后両陛下が

お手播きされた種子が､順調に生育し移植できる大きさになり､今年から設けられた｢みどりの月間｣ (毎年

4月15日から5月14日まで)にあわせて県内全市町村に配付されました｡

河内町に配布されたのは.天皇陛下お手摺のスギ(少花粉性)､ケヤキ各2本と,皇后陛下お手播きのヤマ

ザクラ1本で　それぞれ町職員の手によって水と緑のふれあい公園と直販センタ-ふるさとかわち内の花壇に

植樹されました｡

直販センタ園内に植樹されたヤマサクラ

屍骸かわぢ
'r_/乾1くりZ/-,ナノI (1o /.7(Y)

水と緑のふれあい公園内に植樹されたケヤキ
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◇経自動車税全期◇

◇豊田新利根
土地改良1期◇

◇牛久沼土地改良区
一般前期◇

徴収日は5月31日です

広●轍かわら
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月
3
日
(
日
)

午
前
1
 
0
時
-
午
後
4
時
ま
で

◆
場
所

龍
ヶ
崎
市
市
街
地
活
力
セ
ン
タ
-

｢
ま
い
ん
｣
　
2
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
-

ル
-
ム

龍
ヶ
崎
市
4
2
6
4
番
地
工

◆
相
談
内
容

境
界
争
い
､
相
続
･
贈
与
･
売

買
な
ど
の
登
記
手
続
､
抵
当
権
の
抹

消
手
続
､
地
代
家
賃
の
供
託
手
続
､

戸
籍
の
届
出
方
法
､
成
年
後
見
制
度
､

サ
ラ
金
の
取
立
て
問
題
､
夫
婦
･
親

子
な
ど
家
庭
内
の
問
題
､
近
隣
と
の

ト
ラ
ブ
ル
､
セ
ク
ハ
ラ
､
子
ど
も
の

い
じ
め
､
D
V
問
題
な
ど

◆
問
合
せ
先

水
戸
地
方
法
務
局
総
務
課

皿

o

2

9

-

2

2

7

-

9

9

1

-

｢
歯
の
何
で
も
相
談
｣

を
開
設
し
ま
す

茨
城
県
保
険
医
協
会
で
は
､
歯

の
衛
生
週
間
　
(
6
月
4
日
)
　
に
ち

な
ん
で
今
年
も
　
｢
歯
の
何
で
も
電

話
相
談
｣
　
を
開
設
い
た
し
ま
す
｡

歯
の
健
康
相
談
､
治
漬
内
容
･
治

療
費
に
関
す
る
こ
と
な
ど
､
歯
に

つ
い
て
の
悩
み
や
質
問
を
何
で
も

受
け
付
け
ま
す
の
で
疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
方
は
､
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
｡

相
談
は
無
料
で
す
｡

◆
日
時

平
成
1
 
9
年
6
月
-
0
日
　
(
日
)

午
後
2
時
か
ら
5
時
ま
で

◆
受
付
電
話
番
〔
号

皿

o

2

9

-

8

2

3

･

7

9

3

0

Ⅲ

o

2

9

-

8

3

5

-

0

7

3

7

◆
凹
答
者
　
歯
科
医
師

◆
主
催
　
茨
城
県
保
険
匹
協
会

Ⅲ

o

2

9

-

8

2

3

-

7

9

3

0

訪
問
児
童
相
談
を
実
施
し

ま
す

子
育
て
､
不
登
校
な
ど
の
児
童

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い

て
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
｡

な
お
､
希
望
者
は
事
前
の
予
約

が
必
要
と
な
り
ま
す
｡

◆
‖
桂

6
/
2
6
､
8
/
2
8
､
-
 
0
/
2
3
､

1
2
/
-
8
､
2
/
2
6

◆
会
場

龍
ヶ
崎
市
保
健
セ
ン
タ
-

龍
ヶ
崎
市
馴
馬
2
8
5
5

◆
予
約
先

龍
ヶ
崎
市
役
所
子
ど
も
福
祉
課

Ⅲ

o

2

9

了

･

6

4

-

1

1

1

1

◆
聞
合
せ

茨
城
県
土
浦
児
童
相
談
所
相
談
課

Ⅲ

o

2

9

-

8

2

-

･

4

5

9

5

募
集

｢
知
事
と
語
ろ
う
『
明
日

の
茨
城
』
｣
参
加
者
募
集

対
話
集
会
に
参
加
し
て
､
橋
本

知
事
と
県
政
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
て
み
ま
せ
ん
か
｡
聞
く
だ
け
で

も
最
新
の
県
政
の
動
き
が
わ
か
り

ま
す
の
で
､
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
｡【

龍
ヶ
崎
会
場
】

日
時
‥
平
成
_
 
9
年
6
月
2
 
1
日
(
木
)

1
4
時
-
1
6
時

場
所
二
龍
ヶ
崎
市
馴
柴
公
民
館

(
龍
ヶ
崎
市
馴
柴
町
2
 
-
-
1
)

◆
応
募
方
法

は

が

き

､

F

A

X

･

E

メ

-

ル

(
い
ず
れ
も
可
)
　
に
希
望
会
場
･

住
所
･
氏
名
･
年
齢
･
性
別
･
職

業
･
電
話
番
号
を
明
記
し
左
記
あ

て
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
｡

◆
対
象
　
2
0
歳
以
上
の
方

◆
締
め
切
り

平
成
1
 
9
年
6
月
1
 
1
日
(
月
)

◆
応
募
先

〒

3

0

0

-

0

0

5

1

土
浦
市
真
鍋
5
-
-
 
7
-
2
6

茨
城
県
県
南
地
方
総
合
事
務
所
県

民
生
活
課

皿

o

2

9

-

8

2

2

-

7

0

2

6

Ⅲ

o

2

9

･

8

2

2

-

7

0

5

0

E
O
千
l
L
.
.
雪
S
麦
書
i
喜
r
e
=
b
a
r
a
k
i
 
l
g
j
D

税
務
職
員

(
国
家
公
務
員
川
種
)
募
集

税
務
の
仕
事
は
､
国
の
財
政
基

盤
を
支
え
､
国
民
生
活
の
安
定
･

向
上
と
社
会
福
祉
に
寄
与
す
る
と

い
う
､
非
常
に
重
要
で
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
す
｡

採
用
さ
れ
る
と
､
全
員
が
税
務

大
学
校
に
入
校
(
全
寮
制
)
し
､
給

与
の
支
給
を
受
け
な
が
ら
､
約
-
 
2

ヵ
月
間
大
学
水
準
の
教
養
と
税
務

職
員
と
し
て
必
要
な
専
門
的
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
普
通
科
研
修

を
受
け
ま
す
｡

研
修
後
は
､
税
務
署
な
ど
に
お
い

て
国
税
に
関
す
る
調
査
･
徴
収
等
の

責
任
の
あ
る
事
務
に
従
事
し
ま
す
｡

な
お
､
各
税
務
署
に
配
属
さ
れ
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た
後
も
､
よ
り
高
度
な
専
門
的
知

識
･
技
能
を
習
得
す
る
た
め
の
各

種
研
修
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
｡

◆
受
験
資
格

昭
和
6
 
-
年
4
月
2
日
-
平
成
2
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方

◆
試
験
の
程
度

高
等
学
校
卒
業
程
度

◆
申
込
み
受
付
期
間

6
月
2
6
日
(
火
)
-
7
月
3
日
　
(
火
)

ま
で
　
(
土
･
日
曜
日
は
除
く
｡
)

◆
申
込
み
先

人
事
院
関
東
事
務
局

〒

3

3

0

-

9

7

1

2

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

中
央
区
新
都
心
1
番
1

Ⅲ

o

4

8

-

7

4

0

-

2

0

0

6

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
-
ビ
ス

0
4
8
-
6
0
0
-
2
4
0
1

◆
試
験
日
と
諒
験
種
山

◎
第
1
次
試
験

9
月
9
日
(
日
)

教
養
試
験
､
適
性
試
験
及
び
作
文

◎
第
2
次
試
験

1
 
0
月
1
 
8
日
(
木
)
-
2
5
日
　
(
木
)
ま

で
の
間
の
指
定
す
る
エ
ロ

人
物
試
験
及
び
身
体
検
査

◆
申
込
書
請
求
及
び
問
合
せ
先

竜
ヶ
崎
税
務
署
　
総
務
課

〒

3

0

1

-

8

6

0

-

龍
ヶ
崎
市
川
原
代
町
1
1
8
2
-
5

Ⅲ
o
2
9
7
-
o
O
-
2
0
0
4

-

平
成
1
 
9
年
度
調
理
師
試
験

の
実
施
に
つ
い
て

茨
城
県
で
は
､
次
の
と
お
り
調

理
師
試
験
を
実
施
し
ま
す
｡

1
.
受
験
願
書
の
受
付
日
･
場
所

①
受
付
日
時

平
成
1
 
9
年
7
月
1
 
9
日
(
木
)
と
2
0
日

(
金
)
の
2
日
間

午
前
9
時
-
正
午

午
後
零
時
4
5
分
-
4
時
o
O
分

②
受
付
場
所

管
内
各
保
健
所
　
※
受
験
願
書
及

び
添
付
託
頚
は
本
人
又
は
代
理
人

が
直
接
持
参
す
る
も
の
と
し
､
郵

送
に
よ
る
も
の
は
受
増
し
ま
せ
ん
｡

2
.
試
験
日
時
等

①
試
験
日

平
成
_
 
9
年
8
月
2
9
日
(
水
)

②
試
験
会
場
へ
の
集
合
時
間

午
前
9
時
1
 
5
分

③
試
験
時
間

午
前
_
 
o
暗
く
正
午
ま
で
の
2
時
間

④
試
験
会
場

常
磐
大
学
人
間
科
学
部
棟
5
号
館

(
水
戸
市
見
和
1
-
4
3
0
-
1
)

霞
ケ
浦
高
等
学
校

(
稲
敷
郡
阿
見
町
寄
宿
的
)

の
ど
ち
ら
か
で
､
受
験
願
書
を
提

出
す
る
際
に
､
希
望
す
る
試
験
会

場
を
申
請
す
る
｡

3
.
そ
の
他

受
験
資
格
､
提
出
書
類
等
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
竜
ヶ
崎
保
健

所
又
は
県
内
最
寄
り
の
保
健
所
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
｡

◆
聞
合
せ
先

竜
ヶ
崎
保
健
所
衛
生
課

o

2

9

了

-

6

2

-

2

1

6

3

平
成
1
 
9
年
度
製
菓
衛
生
師

試
験
の
実
施
に
つ
い
て

茨
城
県
で
は
､
次
の
と
お
り
製

菓
衛
生
師
試
験
を
実
施
し
ま
す
｡

-
.
受
験
願
書
の
受
付
日
･
場
所

①
受
付
日
時

平
成
_
 
9
年
7
月
_
 
9
日
(
木
)
と
2
0
日

(
金
)
の
2
日
間

午
前
9
時
-
正
午

午
後
零
時
4
5
分
-
4
時
3
0
分

②
受
付
場
所

管
内
各
保
健
所
　
※
受
験
願
書
及

び
添
付
書
類
は
本
人
又
は
代
理
人

が
直
接
持
参
す
る
も
の
と
し
､
郵

送
に
よ
る
も
の
は
受
理
し
ま
せ
ん
｡

2
'
試
験
日
時
等

①
試
験
日

平
成
_
 
9
年
8
月
2
9
日
(
水
)

②
試
験
会
場
へ
の
集
合
時
間

午
前
9
時
1
 
5
分

③
試
験
時
間

午
前
1
 
0
暗
く
正
午
ま
で
の
2
時
間

④
試
験
会
場

常
磐
大
学
人
間
科
学
部
楳
5
号
館

n
J
｣
u

(
水
戸
市
見
和
1
-
4
3
0
-
1
)

霞
ケ
浦
高
等
学
校

(
稲
敷
郡
阿
見
町
青
宿
5
0
)

の
ど
ち
ら
か
で
､
受
験
願
書
を
提

出
す
る
際
に
､
希
望
す
る
試
験
会

場
を
申
請
す
る
｡

3
.
そ
の
他

受
験
資
格
､
提
出
書
類
等
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
竜
ヶ
崎
保
健

所
又
は
県
内
最
寄
り
の
保
健
所
及

び
茨
城
県
保
健
福
祉
部
生
活
衛
生

課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
｡

◆
問
合
せ
先

竜
ヶ
崎
保
健
所
衛
生
課

o

2

9

了

-

6

2

I

2

-

6

3

ご
案
内

｢
県
政
ふ
れ
あ
い
バ
ス
｣

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

県
で
は
､
県
の
施
設
や
県
政
に

関
わ
り
の
あ
る
施
設
な
ど
を
見
学

し
､
茨
城
県
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
頂
い
た
り
､
親
し
み
を
持
っ

て
も
ら
う
目
的
で
､
｢
県
政
ふ
れ

あ
い
バ
ス
｣
を
､
各
地
方
総
合
事

務
所
ご
と
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
｡
県
南
地
方
総
合
事
務
所
で
は
､

平
成
-
9
年
度
は
次
の
よ
う
な
日
程
･

内
容
で
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
､

皆
様
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
｡

◆
内
容
･
コ
-
ス

◎
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
-
ス
A

･
定
員
　
o
O
名

･
実
施
日

平
成
_
 
9
年
7
月
3
 
1
日
(
火
)

･
申
込
期
限

平
成
_
 
9
年
6
月
2
9
日
(
火
)

･
主
な
見
学
施
設

県
中
央
水
道
事
務
所

ア
ク
ア
ワ
-
ル
ド
大
洗

･
パ
ス
乗
降
場
所

牛
久
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
-

土
浦
合
同
庁
舎

◎
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
-
ス
B

･
定
員
　
5
0
名

･
実
施
日

平
成
1
 
9
年
8
月
7
日
(
火
)

･
申
込
期
限

平
成
1
 
9
年
7
月
6
日
(
金
)

･
主
な
見
学
施
設

地
図
と
測
量
の
科
学
館

畜
産
セ
ン
タ
-

･
バ
ス
乗
降
場
所

守
谷
市
役
所

土
浦
合
同
庁
舎

◎
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
-
ス
C

･
定
員
　
3
0
名

･
実
施
日

平
成
-
 
9
年
8
月
_
 
6
日
(
木
)

･
申
込
期
限

平
成
_
 
9
年
7
月
_
 
3
日
(
金
)
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･
主
な
見
学
施
設

茨
城
県
庁
･
防
災
セ
ン
タ
-

茨
城
県
警
察
本
部

･
バ
ス
乗
降
場
所

石
岡
市
役
所

土
浦
合
同
庁
舎

◎
一
般
コ
ー
ス
1

･
定
員
　
釣
名

･
実
施
日

平
成
1
 
9
年
9
月
7
日
(
金
)

･
申
込
期
限

平
成
1
 
9
年
8
月
7
日
(
火
)

･
主
な
見
学
施
設

ひ
た
ち
な
か
イ
ン
フ
ォ
メ
-
シ

ン
セ
ン
タ
-

常
陸
那
珂
港

常
陸
那
珂
火
力
発
電
所

県
立
歴
史
館

･
バ
ス
乗
降
場
所

牛
久
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
-

土
浦
合
同
庁
舎

◎
一
般
コ
ー
ス
2

･
定
員
　
o
O
名

･
実
施
日

平
成
1
 
9
年
9
月
1
 
2
日
(
火
)

･
申
込
期
限

平
成
_
 
9
年
8
月
_
0
日
(
金
)

･
主
な
見
学
施
設

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
窯
業
指
導
所

県
陶
芸
美
術
館

･
パ
ス
乗
降
場
所

守
谷
市
役
所

行
政
相
談
委
員
に
秋
山
力
也
さ
ん
就
任

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
､
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情

や
意
見
･
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
｡

こ
ん
な
時
は
､
行
政
相
談
委
員
又
は
茨
城
行
政
評
価
事
務

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

◆
河
内
町
担
当
行
政
相
談
委
員

氏
名
　
秋
山
　
力
也
　
(
4
月
就
任
)

住
所
　
生
板
6
1
8
1
番
地
　
Ⅲ
8
4
-
3
8
7
0

◆
茨
城
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

-

-

3

3

4

7

　

(

代

)

行
政
苦
情
1
-
0
番
　
(
相
談
専
用
電
話
)

Ⅲ

o

5

7

0

-

0

9

0

1

-

0

土
浦
合
同
庁
舎

◆
埋
用

無
料
｡
但
し
､
昼
食
は
参
加
者
の

持
参
と
な
り
ま
す
｡

◆
対
象
者

1
 
5
歳
以
上
の
県
内
居
住
者
　
(
中

学
生
及
び
県
職
員
を
除
く
｡
)
但
し
､

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
-
ス
に
つ
い
て

は
､
小
中
学
生
と
保
護
者
(
県
職
員

を
除
く
)
の
方
と
な
り
ま
す
｡

◆
申
込
方
法

官
製
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
希
望
コ
ー

ス
　
(
1
コ
-
ス
の
み
)
､
②
乗
降
希

望
場
所
､
③
参
加
者
全
員
の
住
所
④

氏
名
⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦
電
話
番
号
⑧

職
業
ま
た
は
学
年
を
お
書
き
の
う
え
､

申
込
期
限
(
当
時
中
の
消
印
有
効
)

ま
で
に
申
込
み
願
い
ま
す
｡

な
お
､
1
枚
の
ハ
ガ
キ
で
4
名
ま

で
申
し
込
み
で
き
ま
す
｡

同
一
コ
-
ス
に
複
数
枚
で
の
申
込
み

や
申
込
み
後
の
人
の
入
れ
替
え
は
出

来
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
｡

応
募
者
数
が
募
集
人
数
を
超
え
た

場
合
に
は
､
抽
選
に
よ
り
参
加
者
を

決
定
し
ま
す
｡

抽
選
結
果
に
つ
い
て
は
､
締
切
日

よ
り
2
週
間
前
後
に
ご
連
絡
し
ま
す
｡

◆
申
込
み
･
聞
合
せ
先

茨
城
県
県
南
地
方
総
合
事
務
所

県
民
生
活
課
広
報
広
聴
係

〒

3

0

0

-

0

0

5

1

土
浦
市
真
鍋
5
-
-
 
7
-
2
6

皿

o

2

9

･

8

2

2

-

7

0

2

6

｢
測
量
と
地
図
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
2
○
○
7
｣
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
の

｢
地
図
と
測
量
の
科
学
館
｣
　
に
お
い

て
､
｢
測
量
と
地
図
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
2
0
0
7
｣
　
を
開
催
し
ま
す
｡

楽
し
く
遊
び
な
が
ら
､
地
図
や

測
量
に
親
し
み
､
意
義
や
重
要
性

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト

で
す
｡

◆
H
時

平
成
1
 
9
年
6
月
3
日
(
日
)

午
前
9
時
3
0
分
-
午
後
4
時
3
0
分

◆
場
所

つ
く
ば
市
北
郷
1
番

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院

◆
イ
ベ
ン
ト
の
主
な
内
容
　
(
参
加

型
イ
ベ
ン
ト
に
は
参
加
賞
が
あ
り

ま
す
)

◎
日
本
列
島
空
中
散
歩
マ
ッ
プ
-

巨
大
3
D
地
図
を
床
展
示

◎
日
本
列
島
一
堂
描
き
(
コ
ン
ビ
ユ
-

タ
-
が
採
点
)

◎
紙
飛
行
機
を
飛
ば
そ
う
　
(
飛
ん

だ
飛
距
離
を
正
確
に
計
測
)

◎
ク
イ
ズ
ラ
リ
-
(
地
図
を
見
て

宝
さ
が
し
)

◎
マ
-
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演
奏

◎
こ
ど
も
地
理
王
選
手
権
　
(
今
年

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
誰
だ
印
‥
)

◎
歩
測
大
会
　
(
歩
幅
は
正
確
な
も

の
さ
し
)

◎
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

◎
特
別
展
　
｢
地
球
と
地
図
の
大
ロ

マ
ン
｣
　
(
地
球
の
歴
史
､
世
界
地

図
の
移
り
変
わ
り
な
ど
を
展
示
)

◆
そ
の
他
　
入
場
無
料

◎
入
場
者
に
は
す
て
き
な
グ
ッ
ズ

プ
レ
ゼ
ン
ト

◎
　
｢
つ
く
ば
駅
-
国
土
地
理
院
｣

間
の
無
料
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
｡

◆
問
合
せ
先

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
総
務
部

広
報
広
聴
重

刑

o

2

9

-

8

6

4

･

6

2

5

5

1

8

7

2

ダ
ン
ス
愛
好
会
会
員
募
集

河
内
町
ダ
ン
ス
愛
好
会
で
は
､

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
｡
興
味

の
あ
る
方
は
､
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
｡

◆
活
動
]

毎
週
土
曜
日
午
後
8
時
3
0
分
-
-
 
o

時
　
(
中
央
公
民
館
大
会
議
室
)

◆
問
合
せ
先

皿

o

9

0

-

9

8

4

6

-

2

8

4

9

糸
賀
　
(
午
後
1
0
時
ま
で
)



人権擁護委員を知っていますか｡
昭和24年(1949年) 6月l日に人権擁護委員法が施行されました｡

そこで,法務省と全国人権擁護委員連合会は､毎年6月1日を｢人権擁護委員の日｣と定めへ　人権擁護

委員制度の周知と人権尊重思想の普及高揚を呼びかけています｡

人権擁護委員は.地域住民の人権が侵害されないよう常に注意を払い､もし､ ^権が侵害されたときは,

その相談を受け､被害救済のためにすみやかに適切な処理を採ります｡

また､街頭啓発や講演会などを通じて,人権の大切さについて理解を深めてもらうための活動にも努め

ています｡

河内町には町長から推薦されて,法務大臣が委嘱した次の人権擁護委員がいます｡河内町の人権擁護委

員さんを紹介します｡

山下　昌男　氏　皿86-3116　大野　善康　氏　皿84-3577

北嶋　泰子　氏　丁帥84-2005　雑賀　　茂　氏　丁Eし84-3156

自衛官募集
受験種目　　　　　2等陸･海･空士(男子)

採用予定月の1日現在, 18歳以上27歳

未満の男子
受験資格

受　　付　　　年間を通じて行っています｡

試験期日　　　　受付時にお知らせします｡

場　　所　　　　受付時にお知らせします｡

※詳しくは､下記のところまでお問合せください｡

龍ヶ崎市事後3629-5

自衛隊茨城地方協力本部　龍ヶ崎地域事務所

丁帥0297-64-335 1

URし　h=p://w肌. mod. go. jp/pco/iba｢aki/

E-mail hql-ibaraki@pco.mod.go. jp

広撒かわぢ
平伏19争5ノブ(¥aJc)_8)

(

自
衛
官
募
集
相
談
員
を

紹
介
し
ま
す
｡

自
衛
官
募
集
相
談
員
は
､
地
域
と
自
衛
隊
の
か

け
橋
と
し
て
自
衛
官
志
願
者
の
相
談
に
応
じ
た
り

情
報
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
｡
4
月
か
ら
の
2

年
間
､
自
衛
官
を
目
指
す
方
の
良
き
相
談
相
手
と

し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
｡

氏
名
　
丸
茂
一
幸
(
堤
)

住
所
　
源
溝
田
4
5
3
･
-

Ⅲ
8
4
･
2
6
4
0

氏
名
　
櫻
井
文
夫
　
(
上
金
)

住
所
　
金
江
津
5
1
3
3

Ⅲ
8
6
-
3
9
2
8

し
｢
F



定　例　梱　談

心配ごと佃談

日　時諾5E嘗)午前10時一正午

場　　所　公民館第2分館
問合せ先　河内町社会福祉協議会
合84-28　30

教育相談
日　　時　月･水･木曜日　午後1時へ5時

場　　所　教育委員会事務局
問合せ先　曾84臆3322

圃84-4730

成田空港に関する相談

日　　時　日一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階
(河内町長竿1 88)

問合せ先　茨城地域相談センタ-
曾84-50 1 7

交通事故相談

日　　時　月･-金曜日

午前9時一正午午後1時へ4時30分

弁護士相談　水曜日
午後1時へ4時(要予約)

場　　所　土浦合同庁舎　本庁舎3F

問合せ先　県南地方交通事故相談所
曾0　2　9-8　2　3- 1 1 2　3

交通事故発生状況
町内の交通事故4月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　5件(±0) (20)

死者数　　　　　　0人(±0) (0)

負傷者数　　　　　　9人(十2) (30)

竜ヶ崎警察署調べ

戸　籍　の　窓

おめでた　　　3人

おくやみ　　　8人

転　　入　　　26人

転　　出　　　3了人

人口･世帯
平成19年5月1日現在

人　口　11,080人　(-16)

男　　　5,476人　(-ll)

女　　　5,604人　(-5)

世帯数　　3,412世帯(-2)

役　　　　場創4-2川教育韻会学撒育G創4-3322

都　市上下水道GqP84-2361事務局生涯学習G認諾3
整備課建設環境G郵4葛2921福祉センタ〇割4-3699

つ　つ　み　会　館曾86-3740保健セ　ン　タ　-曾84-4486

繊包括支援センタ- a60-4071防(警基��+�ィﾓ##� 

社会福祉協議会曾84-2830シルパ-人材センタ- 1宙84-5455

｢　　｢　~~~~｢｢~　　　龍ヶ崎地区

I ,I戸軸区｣｣二重+一二二元高

3日
江戸崎病院　　　村井医院　　　　西新道外科医院
曾029-894-261 1曾0297-62-3380　宙029了-62-0855

1 0日課認諾_*216E2艦#筈2f19学監_io45E3掌:諾_�%�Sc�


